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A Model for Rural Development in Bangladesh 









































































最近では、「すそ野の広い成長 (broad-basedgrowth) Jや「持続可能な発展(sustainable 
















































































































































































































使する睡様のことである。 世界銀行にとって、よい統治とは健全な開発管理と同義である[毛利 1996: 
p.189] Jという公的な定義を与えている。 しかし、この世界銀行による「よい統治Jに対して、途上国への援助実

























































































































































不在で村落社会のまとまりも弱い「とらえどころのない村(elusivevillage) J [Bertocci 1970Jや、農村
の少ない資顕を富者または権力者が狙占する社会であると結論づけた「限られた資源の争奪





















































































































































































(town committee)がユニオン委員会に転換されたものであった18[BengalDistrict Administration 
Committee 1915]。この例でもわかるように、ユエオン委員会は実際には多くのところでほとんど
機能していなかった。








































































































































































民組合(BittahinSamaba.ya Samity， BSS)や女性貧困層組合(Moh血 BittahinSamabaya Samity， 
MBSS)が結成された。これら村落単位に組織された協同組合は、郡協同組合中央連合会


























































































































































国からの助言や援助を受け、 1970年代の半ばには、一次医擦(prima円 healthcare; PHC)や家




































































































































































































































































編入)、オリッサ州 (1803年編入)、アッサム州 (1826年編入)がおかれていた。 これは、 1912年ピハールとオリ
ッサがベンガル管区から分割されるまで継続された。
7 実際には， 1930年代農村復興のために、インド人の若手官僚がユニオン評議員会を通して村人を動員し農村












































23 1987年出版されたrLocalGovernment in Bangladesh -A Select BibliographYJでも、ユニオン評車会に闘し
ては131の文献が列記されている。
24r住民参加(participation)Jによる農村開発について、 (Oakleyet al. 1991)や[Wignarajaet aし1991]など多く
の文献が国際機聞から発行されている。
25 コミラ・モデルの協同組合をもとに IRDP方式の協同組合が、 1970年代からダッカ市に本部をおく国際機関











30 BRDBは農村開発官、副農村開発官、会計の 3人を郡レベルに配属し、小切手の支払には、 TCCAの組合
長と農村開発官の署名が必要など、 TCCAの運営と経営を行なっている。
31 これらの組織については、 [Maloney 1988Jを参照。



















411 普及法は 1980年代のf研修と訪問(training& visit: T&V)法jから 1990年代の「農業主撞サービス計画






推進する国家計画局(Nationa)Planning Board: NFP)が股置された。委員会は、約 2年聞の調査検討の後国
家開発針画を提案した。 V-AID計画は、 1955/56年から 1959/60年までの 5カ年計画として実施された
[Mezirow 1963J 54買。








































































































































開発研究所(BangladeshAcademy for Rural Development: 以下BARD)がすでに導入を進めて



























































































































































































母~ナ白都中央協同組合連合会 (TlJana Central Cooperative Association: 以下TCC
A)と村町農民組合(KrishakSam拍8yaSamity: 以下KSS)の2麗構造をもっ組合組
醸のチャンネル、

















































体化の第一歩は、ユニオン評議会に各NBDs(Nation Building Departments、 行政機関、本稿
でNBDsとしづ場合には特にタナの開発関連の部局を指す)職員が集まるユニオン連絡会議
























































明E UCM VCM 
番号 破名 間 Ij 所属 at耳E 封書場所Pユニオγ S.S.c. O 百同E普及員 男 農業 区
z 同 男 同 同 同
同 O 
3 同 男 同 同
同 同
4 IJ眼健監倶員 男 保健 1:>.::わ
隣郡 H.5.C O 
5 保憶助手 男 問 区
同 同 O 
6 同 男 同 同
同 同.
7 同 男 問 間
同 S.S.C令
8 家蝿f画監視員 男 踊鱈+画 lコニオン Pユニオン
8.Sc. O 
9 容接融働問貝 女 同 2ユ=ォγ
同 S.sc. O 
10 家族働助手 女 同 教材 同
同 O 
1 同 女 同 同
同 同
12 問 女 同 同 同
同
13 周 女 間 同 同
間
14 同 女 同 同 同 問
15 社会4晶l:Jl 男 仕割勘t 数zニオン B郡 BA O O 
16 高幡宵宮 男 教育 同 周 同 O 
1 JlJI!書官 男 漁業 同 同 H.S.C. O O 
18 剛司組合監視員 男 TCCA 同 同 同 O O 
19 震直人工繁殖普及員 男 家畜 同 Pユニオγ 同 O 
20 家畜普及員 男 家畜 同 B郡 同 O O 
21 画l臨時E合官 男 回覗合 全タナ 同 B.Com 
n VDPユエオγ・トヲ」 男 農村防楕隊 Iコニオシ p;tヱオシ クラスB O O 
幻 問 女 同 同 同 同 O O 
出所}聞き取叩から筆者作成

























求めた。これに応える形でTNOが、郡建設官(ThanaEngineer: TE)、神、業官 (Thana.Fishery 
O田cer: TFO)、副農業官 (ThanaAsstt. Agricultural 0田cer: TAAO)、副教育嘗(Thana 












村開発官 (Tha.naAsstt. Rural Development 0田cer: 以下ARDO)が連絡会議実施の担当者と
なり、 NBDs関係者に会議の開催通知を尭送して準備を終えた。
第l回ユニオン連絡会議には、副教育官と畜産品種改良普及員 (FieldAssIstant Arti日cial









































































































-・--'A村では 1987年から4年間にわたってjSARD<Joint Study on Agriculture & Rural Dev巴lopment}プロジェクト
の調査村のーっとして、農村定着調査が実施されていた。
2 パングラテ'シュて'は米の自給がほぼ達成され、生産米価が約 40キログラム(靭)あたり 200タカ前後と低迷して
いる。一方肥料や農薬などの投入コストが急激に上昇し、商業生産を目的に稲作をしている地方(特に北西
部)では販売価格が生産コストを割るとし、うような事態となっている。
3 郡レベルの行政区墳の呼称は、 1982年から 1992年までウポジラ(upazJIa)と呼ばれたが、それ以前及び現在
はタナと呼ばれている。 1970年代まで郡レベルの開発許商は中央政府の権限で行なわれていたが、 1982年、
公遇措長、郡役所の役人(第5章参照)、ユニオン評融会議長をメンバーとする曜会、ウポジラ評譜会(upazria







4 2層構造の組合組織は、 19印年代にパキスタン農村開発研究所(PakistanAcademy for Rural Deve1opment) 
のA.H.カーン(AkhtarHamid Khan)によってはじめられたコミラ方式と呼ばれる総合農村開発実験をモテ'ル
としている。 すでに 1970年代にはじめられていたが、 1980年代になって BRDBの農村総合開発政策




























































































出身 年齢 任期 学歴 土地所有面積エーか→ 職業 年収 圏外出稼ぎ
村 屋般地 農地 (主/副) (タカ) 家族(人)
u村 35 2期 クフス10 1.00 1.00 農業/雑貨l苫 不明
2 T村 45 2期 クラス10 2.00 9.00 農業 30，000 3 
3 T村 52 l期 クラス10 0.40 1.00 農業/嗣仲官邸 30，000 。
4 F村 40 1 )明 クラス9 0.30 0.30 農業 36，000 。
5 S村 30 1)明 クラス10 3.50 1.00 農業/遭旋すヰシ't- 不明 3 
6 E村 60 3朔 不明 0.45 1.20 農業/伊丹~/\'イサ.ー 不明 。
7 L村 38 Z期 不明 0.60 1.20 農業/組合メン，ι 20，000 2 
B L村 52 l期 クラスS 0.68 2.50 農業相聞仲冊 20，000 。














































































































































































































麦などの食揖を日当として支払って、道路などの改修を行なうFFWP(Food For Works Program 
me)、寡掃を雇用して農村道路の補修と維持管理をするRMP(Rural Maintenance Programme)、









4.1 Food For Works Programme (FFWP) 
食植支給による農村の小規模インフラ維持事業は、 USAIDの援助小麦をCARE(Cooperative 
for American Relief Everywhere) 11が管理するFFWP、国連やその他の国々からの小麦を世界食
掴計画 (WorldFood Programme: 以下WFP)が管理する「地方の主導による計画(Local 
69 
Initiative Schemes: L1S) J 1~ 、バングラデシュ政府が雨期に実施する小規模インフラ整備事業






































































































































2 圧し米 50 キログラム
3 小麦 7.86 卜ン
4 小麦粉 75 キログラム
5 組緒蜜 10 キログラム
6 食パン 500 個
7 ピスケyト 2 缶
B 幼児食 缶
g 乾燥ナツメヤシ 日 卒M園-
10 サウジアラビア品、らの食樋 6 箱
11 バター油 20 キログラム
バター油 7 缶
12 現金 9，100 タカ
13 サ日一(女性用衣類) 43 枚
14 ルンギ(男性用衣類) II 枚
15 ブラウス(女性用衣類) s 枚
16 スカート(女性用衣類) 8 枚
17 毛布 3 枚
18 ろうそく 132 本































Decenlrnliz8liof1 ifl 8，岬 ladesh，Dh山.NILG， 1凶99引l'/C口h同10l四ol凹u叫』
見Re叩or.ぽ'l!O市仰fliβ;也'Z8ti，加0ω仰1i.川nBo叩ng/8d咋r白sh，Dha旧k同4他a，NIしG，1987.など)入。 しJカかうわ主し、次の文献はそれらの中でも農村間発のtJi
4奇点~‘A泊か、らユニオン j評事m施会の果たすベき役富寄割1/をを.地方分樋化の関迎で言及しようとした数少ない研究の一つである。
Abdun Noor， wRural Development Through Local Government: A Suggested Model of Co-ordination at the 




















9 このユニオンでは、 1990年， 1991年の2年問、ユニオン・ファンドが徴収されなかったことにより、評議会構成員の
給料手当の約束分が未払いになっていた。 1992年l月に事務員の給料だけが郡評議会によって立て替え払
いされた。警備員など他の構成員には未払い給料の補墳はされなかった。
10 家践福祉紡間員(FamilyWelfare Visitor: FWV)、家族計画監督員(FamilyPlanning [nspector: FPI)、家



































































































































種類 総町サ数 貸付穂積 回収総額 元劃E収 手1仔由民
四 (単位:タカ)
養麹 17 5，100 5，935 4，920 1.015 
"7';/ト編み 4 2，000 2，290 2，000 290 
漁網づくり 3 450 480 450 30 
竹細工 5 2，500 1，250 1，130 120 
魚小莞 7 5，500 4，225 3，900 325 
行商・商ヲE 30 29，300 13，800 12，900 900 
リキ・ン・γ融資 I 43，920 48，875 35，900 12，975 
農地担保融資 8 54，000 22，820 11，820 1，000 
計 85 142，770 99，675 73，820 26，655 
出所)A材協同組合資軒から量昔ら作成
注1)対象期間 1992年7月初日から19Yfi年:1月:1日


















(エーカー) 世帯数 l回 2回 3回以上
土地無し農(0-0.50) 14 5 
小農(0.51-2.50) 13 7 
中農(2.51-5.00) 2 2 
大農(5.01以上) 2 






























































































項目 金額(タカ) 項目 金額(タカ)
竹細工ローン借入 1，500 竹細工ローン返済 1，650 
竹細工売上利益 10，550 竹細工材李同降入 1，500 
夫からの仕送り 3，400 組合出資金・貯金 150 
FFEの小麦包25kg}l< 1.I25 家屋修理費 300 
竹細工の在庫 600 衣服M入 1，000 
食費・その他柿 12，575 



























項目 金額(タカ) 項目 金額(タカ)
魚小兜ロー ン借入 2.500 魚小売ロー ン返済 2.335 
神鋼づくワローン借入 450 両面綿づくりローン返済 480 
竹細工ロー ン借入 500 神縛樹1Sf摺入 450 
制、売利益 34.685 商業免許取得代 300 
i1!I.網売上 810 組合出資金・貯金 150 
勉の収入 1，000 小作地借上 550 
妻の収入 600 家屋修理費 600 
VGDの小麦{l7ヶ月H 2，550 娘のアクセサリー 180 
衣服蹄入 1，000 
食費・その他輔 37β50 





















































































































































合中央連合会(ThanaCentral Cooperatives Association: TCCA、詳しくは注目を参照)をおくとし、う2段階構
造が作られた。 1960年代には、 20数タナのパイロット・プロジェクトであったが、独立後の1972年総合農村開発
計画(]ntegratedRural Development Programme: IRDP)として全国的に拡大され、 1980年代にBRDB'こ改組さ
れた。 1991年には、タナ協同組合中央連合会が449、協同組合が66，569、組合員数2，433，312名を数えてい
る。協同組合は、当初農民組合CKrishi5amabaya Samity: KSS)のみであったが、 1970年代半ばから女性組





3 A村では1995年6月当時、 76世帯507入、内男性263名女性244名、 15歳以下44%、15-59歳51%、60歳以上
5%の人口構成を示し、うち24名が国外へ、 35名が圏内の出稼ぎに出ている。全76世帯の内29世帯が耕作耕
地を所有しない土地無し農(0-0.50エー カー )、 39世帯が小農(0.51-2.50エー カー )、 5世帯が中農(2.51-5.00




































































19 定例集会は、毎週土曜日午後7時に、組合事務所で開かれている。組合長が議長に、 7 ネージャーが書記と
なり議事録を肥録する。組合長とマネージャーは正面の机の前に座り、出席者は組合長に対面して木製ベン











































政機関は、パングラデ、ンユでは「国家構成機関(NationBuilding Departments: NBDs) Jと呼ばれ
ているように、中央省庁直轄の下級行政機関(以下 NBDs)である。
行政管区、県、郡には、それぞれディヒ♂ジョナノレ・コミッシヨナー (DivisionalCommissioner、行政


















































































































































































1臨 フ匂グラム・業務 業務村容 対象
農業茸及員 。農業費制支盛事船団寺 属示寝静斗臨・昨ト負薬箱齢』珂&朝控鵠む雷 個人
国語(51早田V忌r a据1慣車農民吋コ助言 f骨骨桜寄桐t却す智乃据f都知摺鳳麗豪、倒噸醐雷
2 家畜普及員 。家畜家禽ロクチン輔 家畜家禽乃干殴謹値一割めワクチンを路、て無同 但人
V民眉官官yF.λ a農豪ヘ助言、指束概査 5判明野醍轟護婦綜乃助言、家官コ診節前提伝事捕の関査
3 家直人工繁殖普及員 間性捕ま定事拠D F引瞳こ~唖島品種を人王彊E 醍醐庖急成課調車有料 値人
hぜ詰ah回目iut山 a醍曝普及 酪艶陣H情椀輯
3家禽Yクチ刈購 アUレ・麹の予依接種
4 殴鵡喋菖仏間) 。枯での轍甑 設静マ」ケyティングの助言 個人
5 保錨助手 。丹イで}叫帥7、 EPl母子保範衛生教育、栄質訣響、下新IiE.7"知ア対策 無料
トセ喧hAss由t 回母子子悶鍋 村のEP~ィントで母子\定期包こ予臨調t 普及員一人録月担繭 個人
2制調査 明嗣U人見和伽趨明断蹟注目相補唖'A!.tJ!緊圏直
6 家掴由服浮 。ジガアン咲象出場 掲額こ素描グルーフ官戒定鰐酎d輔期宙開髄師 グル←プ
F町曲yw.盛岡た串anl 2l田 HAを補報Lて拘苛で実施毎月EPIの半駒)4@:戻施 個人
3家蝿世描息調査 圃喧卸〉普及人口i曜蹄徳也生死白の報告、人口蝿査
7 取敢宵宮(A印) ノl学脚コ運臨調広監督 酬明争開祖こ掛や生街コ局担や辻脚コ:ili1百盟、運営擢. 匠昨
8 恒輔雌鑑証 質量グルー プの収別抗上 ターゲットグループの運営幅高~tl泊陸脚光筒佳盟収 グループ
凶白1S:l誼叫金官同国信
9 公嫡担鋼 明1jL.1't-ヴの普及修理 駒荷封齢者札品ヴの由里集企僻榊湘盟情帯. 個人
口百四t 一割環益者剣一
10 ~胡司蛤宮 回苛酷の事甜監査 萌有望調車冶の題担監査 匠跡
仇co-可10)







工繁殖センター(ArtilicialInsemination Centre: AI Centre)、ユニオーン徴税出張所、ユニオン
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1 現在のポルラ郡は 19印年に北西隣のチャンディナ(Chnndina)郡から分割された。 同時に旧 7ユニオンが二分



















B SSC (Secondary School Certiflcate)、 HSC(Higher Secondary Ce則自cate)と呼ばれ、それぞれ中等学校，高等
学校卒業に相当する。
































立l 保健政策は 1960年代にはタナに保健診療所や診療出張所を設置し病気の治療を行なう一方、 1950年代か
ら天然痘予防接種、マラリア僕滅、コレラ対策など個々のプログラムから開始されたa 後に全て保健省の事業
として統合され、常股の保健普及員が普及にあたることのなった。 家族計画では 1965年に家族計画委員会
(Fami1y Planning Board)が股置され、 1975年に保健局と統合され保健家族計画省(Ministryof Health & 
Family Planning)となった。農業普及においても、ジュー卜、タバコ、サトウキビなど重要な作物毎に行なわれて










の村落普及助手(VillageEXlension Assislant; VEA)として採用され、 2年間の農業普及研修所での研修を
受け普及員として配属された。 もう一人はジュ←卜省ジュート生産局のジュート普及助手(JuteExtension 






26 これには農業資材支援事業(AgriculturalSu叩 ortService Programme: ASSP)、栽培作物多様化事業(Crops
Diversification Programme; CDP)，較類栽培技術移転事業(ThsflSCereal Crops Technology Transf甘&
ld entification)、作物防疫強化事業(Strengtheningof Plant Protection Programme)などのプログラムから種子、
肥料、農薬が農家に支給され、普及員が農家に対して教培法を助言している(表5-2)。 現在の基本的な農
業普及法である ASSPは、それまでの「指導と訪問(Training& Visit; T&V) J普及法に代わって 1992年に採


















ポルラ郡では 5頭と 6頭飼育する 2戸の酪農家にそれぞれ 31，250タカと 37，500タカの補助金が渡された。こ
れ以外 6件が申請中である。 申請者は農民ではなく、本人は他の事業をもっ商人が多~\~~づ。






1986年、家畜局の選控により 1年間畜産局訓樺所で研修を受け、 1988年に VFAとして政府の正職員になっ






ってから午後 3時か 4時以降に食事をとる。 臨時出張所で業務する場合は昼食のために帰宅し、午後再び勤
務する。午後 5時に仕事を終え、途中市場で世間話をして時間を過ごし7時頃に帰宅、夕食の後 10時頃に就
寝。
33 この 6ヶ月間に実際に訪問した村l立、担当 5ユニオンの 141ヶ村のうち 4ユエオン 34村と全担当村の 25%程
度となっている。肪聞した 36村のうち訪問回数が 3回以下の村が 7割、最高は 10回訪問した村がある。 家
畜と家禽の予防接種はそれぞれ月平均 3回、家畜往診と助言は 16回、臨時出張所で延ベ 12回の家畜家禽
の予防接種が実施された(付揖5-5)。

































































































平均加盟世帯F数{戸} 35 73 
平均組合員数(人) 35 139 





















































































































































家』主計画助手 + ++ 
農業普及員 O十 + 
家畜普及員 0+ 十
画1漁業官 o ++ 
公衆衛生皮師 0+ +十
協同組合監復員 O ++ 




















































































劇的に変化させる「環境改変的技術(EnvironmentalFormative Technology: EFT) Jである。
第二は、ラピ作に重点をおいた作付け体系改善である。この技術は、圃場環境の変化を最小限





























作物 プロジェクト前 1994-1995 
イネ(改良品種) + +++ 
小麦{改良品種) + +++ 
バナナ(改良品種) o +++ 
大豆{改良品種) O ++ 
ジャガイモ(改良品種) 。 + 
キャベツ(改良品種) o + 
カリフラワー(改良品種) 。 + 
大恨(改良品種) + ++ 
カンコン(改良品種) 。 + 
チンゲン菜(改良品種) 。 + 
ひまわり(政良品種) 。 + 
スイカ{改良品種) 。 ++ 
トウガラシ(在来種) + ++ 
カラシ莱(在来種) + ++ 
エンドウ(在来種} + ++ 
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環境 A 技術 C 
趣歳農業・深管井戸

















































































{昔り手 創刊k 昔前哨創 元金通賓額 辛抱返諦額 借り手
w (夕方) 0'カ) 0'カ} 庖踊1凶日数 自立教貸付の目的 回 絶亮上 柑附m 自己資金滞雄頭
.魯 14 17 5，100 5，100 
i:!k網組作 3 450 450 
マット関作 3 4 2，000 2，000 
小商い 1日 21 16噌500 9，700 
作手工嘗 2 4 2，000 1，600 
魚小兜り 3 7 5，00 1，日50
リキンャ間入 8 11 .13.920 35，9目。












7，685 4.565 3，120 641 !l 
330 l目。 150 112 
1噌720 1，650 70 100 
87，910 81，300 6，610 2噌387 7 
9，690 8，500 1.190 五15 日
75，650 7.1，250 1.1.10 I，IH日 2 
223，7.15 [99，315 2-1，430 3，2日目 時
106，730 369，760 36，970 8，1-l3(日数) J2(人)
この貸付事業の経済的疲及効果をみると、延べ67人(実際には41人)の受益者に貸し付けられ
た計75，470タカ(全貸付の45%)は、延べ8，143日の労働日数と406，730タカの総収入を生

















貸付目的 {昔り手数 箇中数 開サ鎗額 元起居購買 元面耐胡買 和仔返済額 手1汗滞掛輔
海外出禄ぎ旅費 6 6 53，500 1，500 5，080 
日キシャ修理 2 2 25，000 500 50 
家計支出 6 6 1，000 3，685 
農業投資 6 6 6，300 500 
子弟教育費 1，000 
小売庖維持 3.000 3，000 1.810 
土地低当返済 6，000 6，000 950 
耕地晴入 3 3 1，000 1，000 























































































































































































































































図 7ー 1 rリンク・モデノレjの概念図
137 
表7-1 リンク・モデノレの機構と機能
行政地峰 構造物 連絡調盤 機能
刷{立
開(tllsn8) l!/I研修開発センター 郡開発調整委員会 。行政情報とサービス分配における迎絡調整
(既存・γfDC) (既存・TDCC)と会蟻 ②ユニオン開発計画に基づく郡開発計画の準備と実施
ユニオン -ユニオン開発庁舎 ユニオン連絡会議 。行政情報とサービス分配における連絡測墜
(union) (新股・UDC) (新政・UCM)と会結 @村落開発計画に基づくユニオン開発計画の準備と実範
ワー ド(四rd) 行政サービスの出張所(新 ①行政サー ピ;;z.の展開・実施場所
股)、各ワー ドZカ所
村落(grom) 村落委員会集会場 村落委員会 ①村落開発計画の準備
(新股)と集会 o行政情報が分配










































































配属 職名 人数(人) 職務内容
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付鯨 I バングラデシュの地方行政と農村開発の変避 1 













































































































































農工業開発(Vil1ageAgricuJturaJ and lndustrial DeveJopment: V-AID、後述参照)と呼ばれる村落
開発プログラムが開始された。英国植民地時代の地方制度と官僚制度には、大きな変更もなくそ
のまま継続されていた。























































































Local Government (UpazJIf1 Parishlld and UpazJIa. Administration Reorganization) Ordinance， 
1982) J、1983年「ユニオン評議会・地方政府令改正法(LocalGovernment (Union Pa.risha.d) 

























































































(Harvard Advisory Group: HAG)を中心としたアメリカ合衆国の支援は、パキスタンの社会経済的
政策を積極的に支援し、国家の復興と確立に向けて大きく関与した。





































支援を受けコミラ県コトロリ郡に完成した村落開発研究所(PakistanAcademy for Vil1age 
Development)管内で、新しい農村開発アクション・リサーチを開始した。 1962年農村開発研究所










画(thanairrigation programme: T1P)、④郡研修開発センターCthanatraining and development 
centre TTDC)、の4項目で構成されていた180
(i) 2層構造の協同組合では、コトワリ郡の村落に農民協同組合(krishisamabaya samity. -KSS) 
と呼ばれる単産組合を、郡にそれらの組合が加盟するコトワリ郡中央協同組合連合会

































































IRDP)と農村開発公社(BangladeshRura1 Development Board: 
BRDB) 
1972年、ムジブノレ政権は独立後の農村開発方式としてCDIRDPを採用し、統合農村開発計





































































































































































































































る。 ジョミンダーノレが政府に払うべき地租額は地代収入の 10分の gとし、その額は以後永久に固定される。
(2)政府は農民保護のために必要な条例を制定できる。 ジョミンダールは農民(ライヤット)に地代を明示した地
券(パッタ)を発給することを命令されており、地代の決定にあたっては従来徴収してきた様々な付加視と地代を



















8それら1;1. ①不動産融渡説、 @広告説、 @通行説(評融会管轄の道路、橋、フェリー)、 ④公共福祉課金、










1 ~ IshaQue， 1938 I こ 3草し~'0 
1:1 1953年、フォード財団との契約で派遣されたハーバード大学からの外国人専門家を含んだコミュニティ開発を
XXl 
推進する国家計画局(NationalPlanning Board: NPB)が股置された。 委員会は、約 2年間の調査検討の後
国家開発計画を提案した。 V-AIDプログラムは， 1955/56年から 1959/60年までの5カ年計画として実施さ
れた[Mezirow1963) 54頁。






11 1955年、教育省(Ministyof Education)が成人織字教育の所絡をV-AlDに移管した[Mezirow1963] 67頁。 し
かし、それ以外は、各省庁の著書加によってプログラムが実行された。 農業省は、食揖自給達成など農業開発
が大きな問題となっていたため、 1952年、アメリカの助言によりユニオン・レベルに農業普及員(union









メンシン県の 7郡で実路され、農村開発 l号(RD-l)事業と呼ばれた。 既存のすべての協同組合は KSS-
TCCAの傘下におかれたa





























































































































































































































4略ld7羽闘士以有税MJ，UユRD&C;地方駒符時前暦醐司酷省、cx::;; ol:fice-in d閣官官⑨鴨署白 UHC;ユニオン保健e
ンタ一、 UFWC; =オ〉骨磁錨祉ゼンター コ




















担決干依接種支聾事業但PU UNICEF， WHO， USAID， IDA 
保撞荷揚幅改車事業 .A.DB 








注 IDA;InternationaJ Development Association (世界銀行国際開発協会)
CIDA; Canadian InternationaJ Development Agency (カナダ国際開発庁)
UNDP; United Nations Development Programme (国際連合開発酔面)
DANIDA; Danish International Development Agency (デン7ーク国際開発庁)
UNICEF; United Nations Children's Fund (国際連合子供基金)
WHO; W口r1dHealth Organization (世界保健機構)
USAID: United States Agency for International Development (合衆国国際開発庁)
ADB; Asian Development Bank (アジア開発銀行)
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6 L'P.員のJl[ 10.12 組員の寧圃パヲ}を肪間するが.本人l立不在，
7 人の青年に村の牛について質問する.






13 地 11.10 地で魚を漁捜中









16 茶庖の側 13.40 道路胞にいた男に予防横殖に来たことを告げ.UP組員からワクチン接種の知らせを附もっ
C て知ら与れたか質問するが.知らせはな由、ったとの返事.
ニの男がi革路から大声で近所に予防積橿に来ても、ることを町凶;.1碩の牛に'l?チン懐古色
17 三叉路 D 13.日 近所に住む老人と出金丸干E柑E種の件を告げると近くの京に知らせる.1顕に憤種.
IR 老人に換拶すとL
l唖 U'事研所の側 1.1.05 出発したパザルに到曹.普及員はパスで帰宅，
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